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論 文 内 容 の 要 旨 
周知のように、介護保険がスタートしたのは2000年４月であった。介護保険の構想が発表されてから1997
年の介護保険法の制定までと、そしてその後3年にわたる準備期間や実施に移された時期においては制度内容
の是非をめぐって議論が沸騰したといってよいであろう。しかしながら、まもなく実施後5年近くになろうと
している今日、かつてのような熱気は完全に冷めてしまっている。 
  この余りにも大きな落差に驚きを禁じえないが、本論文はもう一度介護保険が登場してきた背景や原因とは
一体何であったのか、そして一般に喧伝された介護保険のイメージは本当に介護保険の本質を反映したもので
あったのかどうか、いいかえれば中身を仔細に検討するとかなりの誤解を国民に与える形になっているのでは
ないか、といった根本的な問題を再度問い直そうとするものである。 
  そのための手法として、本論文は2つのものを用いているが、その2つはこれまで出されてきた介護保険に
関する多くの成果が無視、ないし軽視してきたものであった。本論文で取り入れられたひとつは、介護保険の
起源やその後の流れについて、高度成長期にまで立ち返って検証しようという試みである。裏を返せば、これ
までの成果は大半が1980年以降の時代だけをもっぱら対象にしてきたということになる。 
  もうひとつの点であるが、介護といったとき、まず結び付けられる分野として福祉が上がってくるが、それ
は保健、医療といった領域にも大きなかかわりを有してきたのが事実である。しかしながら、この点に関して
もこれまで刊行された成果の多くはどれかの分析に偏りがちであり、そうした3つの領域がどのように絡んで
きたのかといったことを十分照射し切れていなかった。それを正面から取り上げない限り日本の介護保険の深
層は解明できないが、本論文はそれに果敢に挑戦している。 
  1990年代から今日に至るまで、介護保険に関しては夥しい文献・資料が刊行されている。そして、その多く
が介護保険の是非にかかわる論争であったり、介護そのものの実践方法や介護ビジネス等に関してである。そ
れらは学術的にみると、事実関係の一部の切り取りであったり、あるいはあくまでケアそのものの実践的な方
法論議であるといった性格を有している。ブームが去ればそうした類の文献・資料もさほど注目されなくなる
のは、当然であろう。 
  こうしたなかで、本論文は介護保険がいかなる経緯のもとで生み出されてきたのかを、一方で福祉の系譜を、
他方で保健・医療の系譜を辿ることによって、その2つがいかに離反し、また会い交わったかという追究を通
して見事に検証している。こうした視点から一貫して介護保険の軌跡を描き切るのに成功しているのは、本論
文の最大の功績である。 
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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は、わが国の介護保険が一体いかなる過程を経て制度化されたのかということについて、著者独自の
視点から解明を試みた好論文である。介護保険に関しては、夥しい文献・資料が刊行されているが、それらは
分析の対象や時期が極めて限定されていたり、分析視角が余りにも偏っていたりして、十分でないものが多か
った。本論文は、そうした研究状況に一石を投ずる成果である。 
 本論文は、高度成長期にまで立ち返って介護保険の起源を追う。高齢化が問題になり始めるにつれて、政府
はまず老人福祉施策を実行に移すことになる。現在一般化しつつある在宅ケアや施設ケアの考えが登場し、そ
の部分的な実践が開始されるのは、早くもこの高度成長期であった。その意味で、その後具体化していく老人
ケアの理念形成や初期の実践を詳しく検証した第１章は、本論文全体の礎石として実に貴重である。 
 かくして、このときから老人福祉の比重が次第に高まっていくかにみえたが、高度成長末期に老人医療の新
たな制度化が図られるにつれて、それまでの流れは一気に変わることになる。つまり、本来老人ケアとして福
祉的に対処されるべきものまで医療的な扱いがなされるようになり、介護は福祉よりも医療との結びつきをよ
り一層強めていった。それとともに、介護は家族でという論調が再び生じ、折角芽生えつつあった公的な老人
福祉路線は勢いを失してしまうのである。第２章は、こうした転換を見事に描き出している。 
 しかし、1980年代になると、北欧の事例の影響もあって、余りにも医療にシフトしたわが国の老人ケアに対
する強い反省が生まれてきた。この時期になると、再度老人福祉の立ち遅れについての認識が広まり、政府も
その充実に乗り出すようになる。つまり、８０年代も後半になると、介護保障の社会化の方向が打ち出され、
いわゆる介護保険構想につながる芽が出てくるのである。表面的には、これによって医療から福祉へという路
線転換が生じ始めたように思われたが、実はこのころから一部の医療機関は医療保険のマーケットの縮小を恐
れ、介護保険の適用も受けられるように、病院等を再編していった。 
 第3，4章では、介護保険が一体国民にどのようなイメージを植え付けてしまったのかということを丹念に洗
い出し、それが多くの誤解を与えてしまったことの理由や原因についての鋭利な究明がなされている。一般的
には医療から福祉へ重点を移すために介護保険が導入されたとみられがちであるが、実態は介護保険に医療機
関が大きく関与していること、また従来の措置から契約に方式が切り替わったことで給付水準に対する制限が
逆に強くなった部分が生じたこと、さらに財源負担も利用者にとってより直接的になったこと等が解明されて
いる。 
 介護保険の出発点を高度成長期から説き起こす本論文は、その行き着いた点としての介護保険制度化の深層
部分を抉り出すことに成功しているだけでなく、介護保険の本質とは何かについて、これまでにみられぬ説得
的な議論を縦横に展開し、従来の研究水準を著しく引き上げている。 
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